
第１･第３金曜日発行 2019(令和元)年７月５日号 No.1940

３ 北部墓地合葬墓の優先募集
４

８ 市役所からのお知らせ

市制130年の歩み

12 育児／情報チャンネルa

６ 秋田市功労者表彰

２ 市長コラム

16 土崎港曳山まつり日程

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
  

  
  

  

  

  

  

  



こ
の
号
が
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
届

く
の
は
梅
雨
の
さ
な
か
、
ち
ょ
う
ど
七

夕
の
頃
か
と
思
い
ま
す
。
雨
上
が
り
の

夜
な
ど
は
、
星
を
見
つ
け
よ
う
と
ふ
と

夜
空
を
見
上
げ
る
、
そ
ん
な
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
七
夕

と
は
、
中
国
伝
来
の
風
習
と
元
か
ら
あ

っ
た
日
本
の
神
を
待
つ
｢た
な
ば
た
つ

め
｣の
信
仰
と
が
習
合
し
た
も
の
で
、

奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に

民
間
に
広
が
っ
た
、
と
い
っ
た
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
織
姫
と
彦
星
の
話
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、
私
も
子
ど
も
の

頃
、
供
え
物
を
し
、
竹
の
葉
の
竿
に
、

折
り
紙
で
作
っ
た
提
灯
や
願
い
事
を
書

い
た
短
冊
な
ど
を
飾
り
付
け
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

七
夕
も
桃
の
節
句
や
端
午
の
節
句
と

同
じ
伝
統
的
な
年
中
行
事
を
行
う
季
節

の
節
目
の
一
つ
で
す
。
今
年
は
平
成
か

ら
令
和
に
改
元
さ
れ
た
大
き
な
節
目
の

年
で
す
が
、
秋
田
市
に
お
い
て
も
さ
さ

や
か
な
が
ら
小
さ
な
節
目
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
明
治
22
年
に
秋
田
市
が
誕
生

し
て
か
ら
130
周
年
を
迎
え
ま
す
。

４
ペ
ー
ジ
の
記
事
で
も
130
年
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
的
に
特
に
印

象
深
い
の
は
市
制
100
周
年
の
年
で
す
。

昭
和
か
ら
改
元
さ
れ
た
平
成
元
年
、
市

議
会
議
員
に
な
っ
て
３
年
目
で
し
た
。

進
行
中
の
県
･市
連
携
文
化
施
設
や
芸

術
文
化
ゾ
ー
ン
、
秋
田
駅
周
辺
で
の
に

ぎ
わ
い
創
出
な
ど
、
私
は
現
在
も
秋
田

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
節
目
、
転

換
点
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
当

時
も
ま
た
、
い
ま
の
秋
田
市
を
形
作
っ

て
い
る
い
く
つ
か
の
事
業
が
あ
り
ま
し

た
。
広
報
あ
き
た
平
成
元
年
12
月
20
日

号
は
｢市
民
が
選
ん
だ
市
政
10
大
ニ
ュ

ー
ス
｣を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
｢ア
ト
リ
オ
ン
に
千
秋
美
術
館
｣と
い

う
の
も
あ
れ
ば
｢千
秋
公
園
に
御
隅
櫓

復
元
｣｢太
平
山
リ
ゾ
ー
ト
着
工
｣と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
す
っ
か
り

市
民
に
親
し
ま
れ
、
風
景
に
と
け
込
ん

で
い
る
施
設
が
当
時
の
ま
ち
づ
く
り
の

成
果
だ
っ
た
こ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

感
慨
を
覚
え
ま
す
。
そ
し
て
政
治
家
と

し
て
こ
れ
ま
で
秋
田
市
へ
の
深
い
思
い

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
こ
と
の
幸
せ
を
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

余
談
な
が
ら
、
先
日
改
め
て
｢本
当

に
秋
田
は
い
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
｣と
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球

日
本
ハ
ム
の
吉
田
輝
星
投
手
の
公
式
戦

初
登
板
を
め
ぐ
る
一
連
の
こ
と
で
す
。

初
勝
利
は
も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
の
で
す

が
、
私
が
も
っ
と
感
動
し
た
の
は
、
試

合
前
の
地
元
の
新
聞
や
放
送
局
の
期
待

と
応
援
を
込
め
た
ニ
ュ
ー
ス
。
登
板

後
、
一
斉
の
お
祝
い
の
報
道
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
の
県
民
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
郷
土
出
身
選
手
を
応
援

す
る
姿
。
ホ
ッ
コ
リ
と
あ
た
た
か
い
気

持
ち
に
な
っ
た
出
来
事
で
し
た
。

さ
て
、
七
夕
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
星
に
願
う
の
で
し
ょ
う

か
。
西
日
本
の
豪
雨
災
害
が
伝
え
ら
れ

た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
新
潟
･山
形

地
震
で
す
。
し
っ
か
り
と
日
頃
の
備
え

を
し
た
う
え
で
、
私
は
災
害
の
な
い
市

民
の
安�

�

寧�
�

を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

秋
田
市
誕
生
130
年

◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２

昭和･平成･令和…
時代の節目を伝える広報あきた



３ 広報あきた　2019年７月５日号

北部墓地
(飯島字堀川)

【埋蔵申請】お墓がなく、焼骨を自宅に保管また
は寺院などに預けていて、次の①②のいずれかの
要件を満たすかた
①秋田市に住所または本籍があるかた　
②秋田市に住所かつ本籍がない場合で、死亡時に

秋田市に住所または本籍があった故人の焼骨
を埋蔵しようとするかた

【改葬申請】秋田市の市営墓地から改葬しようと
するかた

【生前申請】お墓がなく、秋田市に住所または本
籍があり、子や孫などの直系卑属がいない、次の
①②のいずれかの要件を満たすかた
①申請時の年齢が65歳以上のかた
②疾病などの事由により、医師から余命６か月

以内と宣告されているかた

申請資格

募集数u1,500体

７月24日(水)から８月16日(金)までの平日、
8:30〜17:15(駅東サービスセンターは9:00か
ら)に下記窓口へお申し込みください。

募集案内の配布および受付窓口u生活総務課(市
役所１階)、各市民サービスセンター(中央･東部･
南部別館を除く)、駅東サービスセンター

＊郵送や電子申請での申請も可能です。申込多数の場合
は、８月27日(火)に公開抽選を行います。

問い合わせu生活総務課☎(888)5624

◆募集案内は市ホームページからもダウンロー
ドできます(広報ID番号 1021017)

申し込み

秋田市と秋印㈱は、｢災害時における軽油

の供給に関する協定｣を締結しました。今

後、市内で大規模災害が発生した際に、同社

が卸売市場内に設置した自家給油所にて、

市の公用車に対し、軽油の供給を行うこと

としています。市場管理室☎(869)5222

５
月
29
日
の
協
定
締
結
式
で
。

左
が
秋
印
㈱
の
三
浦
征
善

代
表
取
締
役

災
害
時
の
協
力
を

約
束
し
ま
し
た

水害･土砂災害
避難情報の伝え方を変更

水害･土砂災害について、避難情報が５段階
に整理されました。今後、秋田市から警戒レベ
ル３か４が発令された場合、対象地域のかた
は、速やかに避難してください。詳しくは市ホ
ームページで。◆広報ID番号 1001629

問い合わせu防災安全対策課☎(888)5434

全員速やかに避難しましょう
対象地域のかたは速やかに避難先へ避難しまし
ょう。公的な避難場所までの移動が危険だと思
われる場合は、近くの安全な場所や自宅内のよ
り安全な場所に避難しましょう。

警戒
レベル ４

高齢者などは避難しましょう
避難に時間を要するかた(高齢者･障がいのある
かた･乳幼児など)とその支援者は避難しましょ
う。そのほかの人は、避難の準備をしましょう。

警戒
レベル ３

警戒レベル　　
避難に必要な行動を確認しましょう(避難所や
ハザードマップ、非常用持出品など)。

２

警戒レベル　　
災害への心構えを高めましょう。

１

警戒レベル４で全員避難

すでに災害が発生しています。
命を守るための最善の行動を取りましょう

＊死亡後にその焼骨の埋蔵手続きを行う同意者を選定し
ていただく必要があります。

＊現在使用中の市営墓地を返還することとし、６か月以内
に墓地返還申請書を提出していただく必要があります。

(永代使用料１体17,000円)

使用者を優先募集します

合葬
� � � �

墓
�

の

今回の募集は、お墓がなく焼骨を自宅に保管し
ているかたなど、お墓に困っているかたを優先し
て募集します。募集案内をご覧
になりお申し込みください。

警戒
レベル ５ 秋田市発令

秋田市発令

秋田市発令

気象庁発表

気象庁発表

◆｢広報ID番号｣は、秋田市ホームページ画面上でのページ検索の際に入力してください。
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元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ

り
、
歴
史
の
転
換
期
と
な
っ
た
今
年

は
、
秋
田
市
に
と
っ
て
も
市
制
130
周

年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
を
捉
え
、
市
で
は
、
中
心
市
街
地

や
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
･

ま
つ
り
、
美
術
館
の
企
画
展
、
国
際
交

流
事
業
な
ど
を
｢市
制
130
周
年
事
業
｣

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
秋
田

市
の
歩
み
に
心
を
向
け
、
地
域
の
歴

史
や
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
郷

土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
深
め
、
暮
ら

し
の
豊
か
さ
の
実
感
へ
と
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
な
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら

え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
本
市
の
基
本
理
念

〝
と
も
に
つ
く
り
 と
も
に
生
き
る

人
･ま
ち
･く
ら
し
〟
の
実
現
に
向
け

て
、
秋
田
市
は
そ
の
歩
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
調
整
課
☎
(８
８
８
)５
４
６
２

明
治
22
年
▼

秋
田
市
誕
生
。
７
月
12
日
、

土
手
長
町
中
丁
(現
在
の
中
通

三
丁
目
)に
市
庁
舎
を
開
庁
。

初
代
市
長
は
小
泉
吉
太
郎
(上

の
写
真
)

明
治
38
年
▼

奥
羽
本
線
全
線
開
通

明
治
40
年
▼

上
水
道
の
給
水
開
始

明
治
42
年
▼

市
庁
舎
を
土
手
長
町
上
丁
(現

在
の
千
秋
矢
留
町
)に
移
転

(二
代
目
庁
舎
)

大
正
９
年
▼

秋
田
市
商
業
学
校
(現
在
の

秋
田
商
)が
開
校

▼

第
一
回
国
勢
調
査
で
秋
田
市

の
人
口
３
万
６
千
281
人

大
正
14
年
▼

乗
合
自
動
車
が
初
め
て
市
内

を
走
る

昭
和
３
年
▼

市
章
を
制
定
。
７
月
12
日
を

｢市
の
記
念
日
｣と
制
定

昭
和
６
年
▼

路
面
電
車
運
行
開
始

昭
和
９
年
▼

秋
田
大
橋
完
成

昭
和
13
年
▼

雄
物
川
放
水
路
完
成

昭
和
14
年
▼

秋
田
城
跡
が
国
指
定
史
跡
に

昭
和
20
年
▼

土
崎
地
区
に
空
襲
〜
終
戦

昭
和
26
年
▼

｢広
報
あ
き
た
｣を
創
刊

昭
和
27
年
▼

第
１
回
秋
田
市
成
人
式
開
催

昭
和
29
年
▼

市
立
秋
田
病
院
が
開
院

▼

秋
田
市
周
辺
12
の
村
と
合
併

(太
平
･外
旭
川
･飯
島
･下
新

城
･上
新
城
･浜
田
･豊
岩
･仁

井
田
･四
ツ
小
屋
･上
北
手
･下

北
手
･下
浜
)

昭
和
30
年
▼

金
足
村
と
合
併

昭
和
33
年
▼

市
立
美
術
館
が
開
館

昭
和
36
年
▼

秋
田
空
港
が
新
屋
に
開
港

▼

秋
田
国
体
(ま
ご
こ
ろ
国
体
)

開
催

昭
和
39
年
▼

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

リ
レ
ー
が
秋
田
県
に

▼

市
庁
舎
を
山
王
に
移
転

(三
代
目
庁
舎
)

昭
和
40
年
▼

市
電
が
終
了

　

 

振
り
返
る
 秋
田
市
の
130
年

二代目庁舎(空撮)昭和39年の聖火リレー三代目庁舎の落成式昭和の街並み(横町)

広報あきた第１号市電が走っていた頃の広小路



５ 広報あきた　2019年７月５日号

７月12日(金)の市の記念日
次の施設を無料開放します

■大森山動物園☎(828)5508
■赤れんが郷土館☎(864)6851

■民俗芸能伝承館(貸出施設の
利用を除く)☎(866)7091

■旧金子家住宅☎(866)7091
■佐竹史料館☎(832)7892
■久保田城御隅櫓☎(832)1298
■旧黒澤家住宅☎(831)0285
■秋田城跡歴史資料館

☎(845)1837
■旧秋田藩主佐竹氏別邸(如

� �

斯
�

亭
� �

)庭園☎(834)6300

昭
和
３
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
紋
様

学
の
先
駆
者
･小
場

�

�

恒
吉
の
デ
ザ
イ
ン

で
、
久
保
田
城
が
あ
っ
た
｢矢
留
の
森
｣

(千
秋
公
園
)の
｢矢
留
｣の
形
と
、
秋
田
市

の
｢田
｣の
字
を
表
し
て
い
ま
す
。

＊現在エレベーターの工事を行っ
ています。２･３階へは階段をご
利用ください。

昭
和
48
年
▼

大
森
山
動
物
園
が
開
園

昭
和
50
年
▼

中
央
卸
売
市
場
が
開
設

昭
和
52
年
▼

茨
城
県
常
陸
太
田
市
と
姉
妹

都
市
提
携

昭
和
54
年
▼

記
念
市
民
歌
を
制
定

昭
和
55
年
▼

竿
燈
が
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定

▼

文
化
会
館
が
開
館

昭
和
56
年
▼

新
秋
田
空
港
が
雄
和
に
開
港
　

昭
和
57
年
▼

中
国
･蘭
州
市
と
友
好
都
市

提
携

昭
和
58
年
▼

日
本
海
中
部
地
震
発
生

▼

中
央
図
書
館
明
徳
館
が
開
館

昭
和
59
年
▼

ド
イ
ツ
･パ
ッ
サ
ウ
市
と

姉
妹
都
市
提
携

昭
和
62
年
▼

秋
田
市
東
京
事
務
所
を
開
所

平
成
元
年
▼

市
制
100
周
年

▼

御
所
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
ま

ち
開
き

平
成
２
年
▼

国
勢
調
査
で
の
秋
田
市
の
人

口
が
30
万
人
を
突
破

平
成
３
年
▼

秋
田
自
動
車
道
秋
田
南
IC
〜

横
手
IC
間
が
開
通

平
成
４
年
▼

ア
メ
リ
カ
･キ
ナ
イ
半
島
郡

と
交
流
合
意
都
市
提
携

▼

ロ
シ
ア
･ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

市
と
姉
妹
都
市
提
携

平
成
６
年
▼

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
･セ
リ
オ
ン

オ
ー
プ
ン

平
成
７
年
▼

秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大

学
が
開
学
　

平
成
８
年
▼

御
所
野
地
蔵
田
遺
跡
が
国
指

定
史
跡
に

平
成
９
年
▼

秋
田
新
幹
線
が
開
業

▼

中
核
市
へ
移
行

平
成
10
年
▼

秋
田
城
跡
外
郭
東
門
･築
地

塀
を
公
開

平
成
11
年
▼

中
高
一
貫
校
の
御
所
野
学
院

中
学
が
開
学
(高
校
は
翌
年
)

▼

秋
田
港
に
定
期
フ
ェ
リ
ー
便

が
就
航

平
成
12
年
▼

秋
田
駅
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
が
開
通

平
成
13
年
▼

市
営
ガ
ス
事
業
を
民
間
移
管

平
成
16
年
▼

秋
田
市
建
都
400
年

平
成
17
年
▼

河
辺
町
･雄
和
町
と
合
併

平
成
18
年
▼

市
営
バ
ス
が
終
了

▼

ア
メ
リ
カ
･セ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
市
と
姉
妹
都
市
提
携

平
成
19
年
▼

｢秋
田
わ
か
杉
国
体
･秋
田
わ

か
杉
大
会
｣開
催

▼

秋
田
中
央
道
路
が
開
通

平
成
23
年
▼

東
日
本
大
震
災
発
生

平
成
25
年
▼

秋
田
公
立
美
術
大
学
が
開
学

平
成
26
年
▼

｢国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０

１
４
｣開
催

平
成
27
年
▼

｢東
北
六
魂
祭
２
０
１
５
秋

田
｣開
催

平
成
28
年
▼

新
庁
舎
が
開
庁

▼

｢土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行

事
｣が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
に

平
成
29
年
▼

｢北
前
船
寄
港
地
船
主
集
落
｣

が
日
本
遺
産
に

▼

新
屋
ガ
ラ
ス
工
房
オ
ー
プ
ン

平
成
30
年
▼

土
崎
み
な
と
歴
史
伝
承
館
オ

ー
プ
ン

市章

昭
和
37
年
、
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
秋
田
藩
初
代
藩
主
佐
竹
義�

�

宣�
�

が

国
替
え
の
際
、
水
戸
か
ら
持
っ
て
き
て

育
て
た
こ
と
、
ま
た
高
尚
、
優
雅
な
樹
姿

で
あ
る
こ
と
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

市の花･さつき

昭
和
43
年
、
田
沢
湖
で
開
か
れ
た
全
国

植
樹
祭
に
て
、
各
市
町
村
の
木
が
植
樹

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
ス
ギ
･ク
ロ
マ

ツ
･ケ
ヤ
キ
の
中
か
ら
ケ
ヤ
キ
が
市
の
木

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

＊
市
の
花
・
市
の
木
の
制
定
は
昭
和
53
年
。

市の木･けやき

新庁舎完成記念式典 国民文化祭 秋田わか杉国体･秋田わか杉大会 ぽぽろーど開通



６

秋
田
市
功
労
者
表
彰

秋
田
市
体
育
協
会
の
役

員
と
し
て
、
競
技
団
体
の

競
技
力
向
上
や
競
技
人
口

の
拡
大
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
７
月
12
日
(金)
午
前
10
時
30
分
か
ら
文
化
会
館
で
、
市
の
記
念
日
式
典

を
開
催
し
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
107
人
、
３
団
体
の
み
な
さ
ん
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、
特
別
感
謝
状
を
２
人
に
贈
呈
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
４
２
３

■
人
権

人
権
擁
護
委
員
▼

手
賀
 務
(南
通
)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

阿
部
儀
信
(土
崎
港
)、

小
野
崎
光
明
(新
藤
田
)、
鈴
木
善
博
(河

辺
)、
佐
藤
勇
一
郎
(河
辺
)　
地
区
交
通

安
全
協
会
役
員
▼

芳
尾
 進
(土
崎
港
)

■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

齊
藤
碩
之
(千
秋
)、
大
村
克
彦

(楢
山
)、
武
田
章
男
(千
秋
)、
柏
谷
昭
彦

(保
戸
野
)、
那
波
紘
一
(大
町
)、
須
磨
満
彦

(山
王
)、
土
田
宏
一
(川
元
)、
平
澤
嗣
由

(牛
島
)、
平
野
秋
光
(旭
川
)、
半
田
 實
(柳

田
)、
森
山
武
智
男
(手
形
)、
福
原
英
典
(横

森
)、
佐
藤
 榮
(土
崎
港
)、
牛
嶋
道
夫
(将

軍
野
)、
武
藤
洪
平
(飯
島
)、
小
林
牧
子
(下

北
手
)、
熊
地
信
雄
(大
住
)、
武
田
誠
悦
(仁

井
田
)、
備
後
正
義
(河
辺
)、
佐
々
木
金
満

(河
辺
)、
佐
々
木
愼
也
(雄
和
)

■
市
民
生
活
　

消
費
生
活
審
議
会
委
員
▼

辻
篤
志
(大
町
)

■
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

若
年
認
知
症
サ
ロ
ン

｢つ
ぼ
み
の
会
｣、
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
ひ
ま
わ
り
の
会

民
生
委
員
･児
童
委
員
▼

倉
嶋
種
臣
(寺
内

小
)、
東
海
林
ヒ
サ
子
(保
戸
野
)、
萬
屋
惠

美
子
(泉
)、
岡
田
徳
美
(新
屋
)、
佐
藤
弘

子
(新
屋
勝
平
)、
薩
摩
 澄
(飯
島
)、
佐
藤

欣
一
(飯
島
)、
伊
藤
 仁
(仁
井
田
)、
大
野

正
平
(河
辺
)、
藤
井
美
恵
子
(外
旭
川
)、

川
合
野
婦
子
(旭
北
)、
鈴
木
房
子
(牛

島
)、
土
田
由
仁
(港
北
)、
菅
野
ミ
チ
子

(新
屋
勝
平
)、
加
藤
照
子
(河
辺
)、
佐
藤

む
つ
子
(新
屋
勝
平
)、
佐
藤
武
夫
(東
)、

伊
藤
優
子
(桜
)、
佐
々
木
洋
子
(河
辺
)、

佐
藤
美
智
子
(築
山
)、
安
田
和
子
(下
新

城
)、
齊
藤
ち
づ
子
(雄
和
)、
小
林
紀
子

(中
通
)、
神
原
真
紀
子
(中
通
)、
荒
木
明

子
(牛
島
)、
飯
坂
律
子
(広
面
)、
熊
谷
聖

子
(上
北
手
)、
菊
地
峯
生
(寺
内
小
)

■
保
健
･医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
▼

今
井
洋
子

(御
所
野
)

一
般
表
彰
(敬
称
略
)

功
労
者
表
彰

特
別
感
謝
状

＊
(  )内
は
住
所
で
す
。
た
だ
し
、
民
生
委
員
･児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
の
記
載
で
す
。

伊�

藤�

�

護�

朗�

�

さ
ん
(飯
島
)

秋
田
市
教
育
委
員
会
委

員
と
し
て
、
教
育
行
政
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見

や
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、

同
委
員
長
と
し
て
教
育
委
員
会
の
適
正
な
運

営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

進�

�

藤�

�

光�

�

子�

さ
ん
(手
形
)

河
辺
雄
和
商
工
会
な
ど

の
役
員
と
し
て
、
地
域
商

工
業
者
の
育
成
に
尽
力
さ

れ
た
ほ
か
、
移
住
定
住
の

促
進
や
地
域
資
源
の
発
掘
に
よ
り
、
地
域
商

工
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

木�

村�

�

友�

�

勝�

�

さ
ん
(河
辺
)

ダ
リ
ア
の
新
品
種
開
発

に
情
熱
を
注
ぎ
、
各
種
品

評
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
ほ
か
、
秋
田

国
際
ダ
リ
ア
園
を
開
園
し
、
ダ
リ
ア
の
普
及
･

需
要
拡
大
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鷲�

�

澤�

�

幸�

�

治�

さ
ん
(川
尻
)

中
華
民
國
工
商
協
進
会

理
事
長
と
し
て
、
秋
田
市

と
台
湾
と
の
経
済
交
流
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
両
者
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
促
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

黄�

�

茂�

�

雄�

さ
ん
(台
湾
)

秋
田
市
と
パ
ッ
サ
ウ
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
パ

ッ
サ
ウ
独
日
協
会
会
長
と
し
て
、
両
市
の
良
好

な
友
好
関
係
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ズ
ィ
ビ
レ
 ラ
ウ
シ
ャ
ー
さ
ん

(ド
イ
ツ
)

↑

た
　
た



７ 広報あきた　2019年７月５日号

■
環
境

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
▼

西
川

竜
二
(広
面
)　
不
法
投
棄
監
視
員
▼

長
谷

川
清
正
(河
辺
)、
船
木
秀
春
(濁
川
)、
伊

藤
兼
治
(下
浜
)、
深
井
博
文
(下
浜
)

■
産
業
振
興

商
業
振
興
▼

打
矢
隆
三
(牛
島
)、
加
藤
 清

(仁
井
田
)、
佐
藤
 豪
(潟
上
市
)、
船
橋
 通

(五
城
目
町
)、
岡
部
正
髙
(河
辺
)　
山
林

看
守
人
▼

永
井
廣
雄
(太
平
)　
林
道
管
理

責
任
者
▼

大
友
長
康
(下
浜
)、
伊
藤
清
四

郎
(下
浜
)

■
教
育
･文
化

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
▼

半
田
和
彦
(保

戸
野
)、
小
笠
原
 光
(泉
)　
文
化
振
興
▼

秋

田
長
持
唄
全
国
大
会
実
行
委
員
会

青

少
年
育
成
▼

稲
岡
万
紀
子
(旭
北
)、
笹
川

久
美
子
(新
屋
)、
斉
藤
公
博
(将
軍
野
)、
保

坂
仁
志
(飯
島
)、
吉
岡
幸
美
(下
浜
)、
渡
邉

順
子
(御
野
場
)、
渡
辺
雄
孝
(雄
和
)　

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

石
井
徳
子
(飯

島
)
生
涯
学
習
奨
励
員
▼

鈴
木
捷
子
(大

住
)、
中
村
惠
美
子
(山
王
)、
加
藤
長
二
郎

(東
通
)、
三
浦
研
二
(土
崎
港
)、
加
賀
谷
ユ

ウ
子
(高
陽
)、
佐
々
木
成
子
(寺
内
)、
川
村

俊
春
(下
北
手
)、
佐
藤
光
春
(仁
井
田
)、
佐

藤
四
郎
(太
平
)、
大
竹
悦
子
(八
橋
)、
奈
良

章
子
(旭
川
)、
中
川
淑
子
(下
新
城
)、
伊
藤

子
(保
戸
野
)、
和
田
留
美
子
(飯
島
)、
鈴

木
ケ
イ
子
(新
屋
)、
後
藤
利
恵
子
(上
北

手
)、
髙
橋
敏
子
(金
足
)、
加
沢
 哲
(下
新

城
)、
來
栖
瑞
惠
(飯
島
)

■
都
市
整
備

都
市
環
境
の
創
造
お
よ
び
保
全
に
関
す

る
審
議
会
委
員
等
▼

野
口
秀
行
(東
京
都

世
田
谷
区
)、
恒
松
良
純
(宮
城
県
仙
台

市
)、
渡
部
髙
明
(青
森
県
八
戸
市
)

■
選
挙

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
▼

石
塚
小

枝
子
(河
辺
)

市では、市民活動団体などの提案をもとに、市と団体

との協働を推進するために｢秋田市協働サポート交付金

事業｣を行っています。今年度新たに採択された実施団

体と事業名は次のとおりです。

【問】中央市民サービスセンター☎(888)5642

■Code for Akita｢竿燈まつり魅力向上事業｣
■中央地域まちづくりプラットフォーム
「地域と住民を繋ぐ『情報プラットフォーム事業』」

■NPO法人ここはぐ｢一人一人を大切にする産前産後ケア｣

実施団体と事業名

５月29日、JA秋田なまはげ管内の３市が連携

し、地場産品の活用促進を図る「秋田中央地域地

場産品活用促進協議会(通称：｢農家のパーティ｣

ネットワーク)」の設立総会を行いました。総会

では、協議会の事業計画などについて審議し、取組内容

を確認しました。

今後は、互いの強みを生かしたプロモーション活動など

を、会員のみなさんとともに一体的に行っていきます。

協議会の会員募集中！ ともに活動する会員(農林漁
業者、卸･小売業者など)を通年で募集しています。
入会を希望されるかたは、産業企画課へお問い合わ
せください。☎(888)5724

５
月
29
日
の
設
立
総
会
で
。
左
か
ら

菅
原
広
二
男
鹿
市
長
、
穂
積
秋
田
市

長
、
京
極
芳
郎
JA
秋
田
な
ま
は
げ
代
表

理
事
組
合
長
、
藤
原
一
成
潟
上
市
長

協働のチカラで地域の課題を解決！

５
月
28
日
の
協
定
締
結
式
で

事業内容など、詳しくは市ホームページをご覧ください。
◆広報ID番号 1018756

地
場
産
品
を
売
り
込
み
ま
す
！

市
政

ト
ピ
ッ
ク
ス

↑

■特定非営利活動法人Akitaコドモの森「心と発達から子育
て世代の親子を支援する『キンダーカウンセリング事業』」

邦



雄
物
川
流
域
８
市
町
村
の
住
民
が
一

斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
秋
田
市
は
７

月
28
日
(日)
開
催

で
、
当
日
午
前
８

時
ま
で
に
、
秋
田

大
橋
茨
島
側
の
雄

物
川
右
岸
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

作
業
時
間
は
約
１

時
間
で
す
。

申
し
込
み
▼

７
月

25
日
(木)
ま
で
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
氏
名
と
連
絡
先
を
環
境
保
全
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。☎

(８
８
８
)５
７
１
１
 

Ｅ
メ
ー
ル
 ro-evp
l@
city.akita.akita.jp

ご
み
の
焼
却
は
、
法
律
で
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
外
焼
却
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
併
科
(同
時

に
２
つ
)に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

家
庭
ご
み
は
集
積
所
へ
出
し
、
事
業

所
ご
み
は
許
可
業
者
に
委
託
す
る
な
ど

し
て
、
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

廃
棄
物
対
策
課

☎
(８
８
８
)５
７
１
３

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
職
場
、
学
校
な
ど
の
団
体
や
個
人

が
対
象
で
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
花
壇

を
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
巡
回

し
、
優
秀
な
花
壇
を
表
彰
し
ま
す
。

申
し
込
み
▼

所
定
の
申
込
書
で
、
７
月

26
日
(金)
ま
で
に
秋
田
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
事
務
局
(市
役
所
２
階
の
中
央
市

民
Ｓ
Ｃ
内
)へ

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
事
務
局
☎
(８
８
８
)５
６
５
３

８
文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の検
索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します。
秋田市ホームページ https://www.city.akita.lg.jp

  

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

  

｢広報ID番号｣をここに入力！

●文中｢SC｣はサービスセンターの略

７
月
15
日
(月)
｢海
の
日
｣は

家
庭
ご
み
と
資
源
化
物
を

平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区
の
か
た

は
お
忘
れ
な
く
。

環
境
都
市
推
進
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
９

今
月
納
期
の
市
税

▼
固
定
資
産
税
第
２
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

…
納
期
限
７
月
31
日
(水)

納
期
内
に
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
税
課
☎
(８
８
８
)５
４
８
３

国
保
年
金
課
☎
(８
８
８
)５
６
３
４

野
外
焼
却
は
禁
止
！

み
ん
な
で
雄
物
川
を

き
れ
い
に
し
よ
う

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集
！

【
投
票
日
】

７
月
21
日
(日)

【
投
票
時
間
】

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

(河
辺
･雄
和
地
域
は
午
後
７
時
ま
で
)

秋
田
県
選
出
議
員
･比
例
代
表
選
出
議
員

参
議
院
議
員
選
挙

こ
の
一
票
で
 

輝
く
未
来
 令
和
の
時
代

【
公
示
日
】
７
月
４
日
(木)

期
日
前
投
票
を
行
う
際
は
、
事
前

に
入
場
券
裏
面
の
｢宣
誓
書
｣に
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

７
月
５
日
(金)
▼

20
日
(土)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

＊
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
。
公
共
交
通
機
関

か
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月
10
日
(水)
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
１
階

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階

７
月
14
日
(日)
▼

20
日
(土)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

■
河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
１
階

岩
見
三
内
･大
正
寺
の
各
連
絡
所

７
月
14
日
(日)
▼

20
日
(土)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
秋
田
駅
西
口
(２
階
)ぽ
ぽ
ろ
ー
ど

イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田
(２
階
)　

７
月
14
日
(日)
▼

20
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

▼

県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定
さ

れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
中
の
か
た

▼

仕
事
の
都
合
な
ど
で
他
の
市
町
村

に
滞
在
し
て
い
る
か
た

＊
電
子
申
請
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は
介
護
保
険

の
要
介
護
５
の
か
た
は
、
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票
が
で
き
る
か
た

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

▼

第
９
投
票
区
｢牛
島
小
学
校
｣

→
｢南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

別
館
｣に
変
更

▼

第
110
投
票
区
｢種
沢
自
治
会
館
｣

→
｢太
子
前
自
治
会
館
｣に
変
更

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
☎
(８
８
８
)５
７
８
６



９ 広報あきた　2019年７月５日号

【
寄
付
者
】

日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

秋
田
支
部

福
祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
収
益

金
の
一
部
５
万
円
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
祉
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
６
５
７

…
写
真
は
５
月
29
日
の
贈
呈
式
で
。
日
本
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
秋
田
支
部
の
佐
藤
 豪
支

部
長
(右
)と
穂
積
市
長

【
寄
付
者
】
オ
カ
ベ
時
計
店

地
域
振
興
の
た
め
、
南
部

市
民
Ｓ
Ｃ
別
館
に
屋
外
設
置

用
掛
時
計
を
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
南
部
市
民
Ｓ

Ｃ
☎
(８
３
８
)１
２
１
２

…
写
真
は
６
月
10
日
の
贈
呈
式

で
。
前
列
中
央
が
オ
カ
ベ
時

計
店
の
岡
部
 司
さ
ん
、
前
列
左
が
南
部
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
佐
藤
義
明
会
長

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
た
め
の
電
話

相
談
(チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
)の
受
け
手

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
｢こ
こ
ろ
の
居
場
所
｣

づ
く
り
の
た
め
に
、
電
話
の
受
け
手
に

必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
受
け
手
に

な
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
か
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

日
時
▼

７
月
27
日
(土)
、
８
月
18
日
(日)
･31

日
(土)
、
９
月
８
日
(日)
、
10
月
20
日
(日)
、

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
　

会
場
▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
洋
室
４
(市
役
所

３
階
)　
受
講
料
▼

１
講
座
500
円
、
全
講

座
２
千
円
　
先
着
▼

30
人

申
し
込
み
▼

７
月
８
日
(月)
午
前
９
時
か

ら
生
活
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
６
５
０

冬
期
間
の
野
菜

や
花
き
の
栽
培
を
学
ぶ
研
修
生
を
５
人

程
度
募
集
し
ま
す
。
選
考
は
面
接
審
査

に
よ
り
ま
す
。

対
象
▼

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
か
た
。

・
秋
田
市
在
住
の
農
業
者
な
ど
で
、
お

お
む
ね
65
歳
以
下
の
か
た
　

・
販
売
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
冬
期

間
の
園
芸
作
物
生
産
に
取
り
組
も
う

と
す
る
か
た

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
６
か
月
の
研

修
が
受
講
可
能
な
か
た

研
修
期
間
▼

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
毎

週
木
曜
、
午
前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１

時
〜
３
時
の
４
時
間

会
場
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
(仁
井
田
)

栽
培
実
習
▼

ホ
ウ
レ
ン
草
、
チ
ン
ゲ
ン

菜
、
ア
ス
パ
ラ
菜
、
こ
ま
つ
な
、
リ
ー

フ
レ
タ
ス
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
促
成
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
菊
、
キ
ン

ギ
ョ
ソ
ウ
な
ど
の
種
ま
き
、
育
苗
、
栽

培
管
理
、
出
荷
調
製
作
業
な
ど

講
義
▼

作
付
計
画
づ
く
り
、
作
型
と
栽

培
技
術
、
施
設
の
設
備
、
資
材
、
機
械

な
ど
(冬
期
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

農
家
の
視
察
も
)

申
し
込
み
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
で
、
８
月
20
日
(火)
(必
着
)ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
広
報
ID
番
号
１
０
０
７
０
８
９

●
問
い
合
わ
せ

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
(８
３
８
)０
２
７
８

｢確
認
証
｣を
提
示
す
る
と
、
社
会
福

祉
法
人
が
提
供
す
る
在
宅
･施
設
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
の
25
％
を
軽
減

し
ま
す
(老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は

50
％
を
軽
減
)。

対
象
▼

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
か
た

で
、
収
入
･世
帯
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る
と
市
が
認
め

た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
単
身
世
帯
で
年
間
収
入
が
150
万
円
以

下
(世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
)

③
単
身
世
帯
で
預
貯
金
な
ど
の
額
が
350

万
円
以
下
(世
帯
員
が
１
人
増
え
る

ご
と
に
100
万
円
を
加
算
)

④
日
常
生
活
に
使
う
資
産
以
外
に
活
用

で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

◆
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

(※
＝
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
含
む
)

在
宅
サ
ー
ビ
ス
▼

訪
問
介
護
、
(地
域
密

着
型
)通
所
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護

(※
)、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
(※
)、

介
護
予
防
･生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど

施
設
サ
ー
ビ
ス
▼

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

＊
生
活
保
護
受
給
者
の
場
合
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
短
期
入
所
生
活
介
護
(※
)

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
利
用
が
対
象
で
、
居
住
費
(滞

在
費
)の
全
額
を
軽
減
し
ま
す
。

申
し
込
み
▼

介
護
保
険
課
(市
役
所
２
階
)

に
あ
る
申
請
書
と
課
税
状
況
調
査
へ
の

同
意
書
(世
帯
全
員
の
同
意
と
押
印
が

必
要
)、
収
入
状
況
等
申
告
書
、
収
入
･

資
産
･預
貯
金
･扶
養
状
況
を
確
認
で
き

る
書
類
を
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課
企
画
･

給
付
担
当
☎
(８
８
８
)５
６
７
４

冬
期
農
業
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

子
ど
も
電
話
の
受
け
手

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を

軽
減
す
る
｢社
会
福
祉
法
人

利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証
｣

の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

現
在
、
｢確
認
証
｣を
お
持
ち
の
か
た

は
、
７
月
­­­31
日
(水)
で
期
限
が
切
れ
ま

す
の
で
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す

市
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



令和元年６月１日現在〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉( )内は前月比

【人口】306,668人(-136)…男u144,544人(-42)／女u162,124人(-94)

５月分…出生u157人／死亡u292人／転入u533人／転出u534人　 【世帯】136,736世帯(+2) 

＊１年前の人口u308,860人

10

児
童
手
当
の
現
況
届
を
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
か
た
は
、
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
受
給
者
に
は
、
６
月
上
旬

に
黄
色
の
届
出
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
公
務
員
は
職
場
で
の
手
続
き
に
な

り
ま
す
。

現
況
届
の
受
付
窓
口
▼

子
ど
も
総
務
課

(市
役
所
２
階
)、
各
市
民
Ｓ
Ｃ
(中
央
･

東
部
･南
部
別
館
を
除
く
)、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
岩
見
三
内
･大
正
寺
の
各
連
絡
所

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎
(８
８
８
)５
６
８
９

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
か
た

は
、
申
請
す
る
と
｢福
祉
医
療
費
受
給
者

証
｣が
交
付
さ
れ
、
診
療
の
際
に
受
給
者

証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関

に
提
示
す
る
と
、
保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
(１
〜
３
割
)が
助
成
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
と
変
更
手
続
き
の
窓
口

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度

▼
子
ど
も
総
務
課
(市
役
所
２
階
)

☎
(８
８
８
)５
６
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
９
３

②
障
が
い
児
(者
)の
福
祉
医
療
制
度

▼
障
が
い
福
祉
課
(市
役
所
１
階
)

☎
(８
８
８
)５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

＊
①
②
と
も
各
市
民
Ｓ
Ｃ
(中
央
･東

部
･南
部
別
館
を
除
く
)、
駅
東
Ｓ
Ｃ

で
も
受
付
可
。

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
の
対
象

０
･１
歳
▼

全
員
に
入
院
･通
院
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

２
〜
６
歳
▼

入
院
は
全
員
に
助
成
し
ま

す
。
通
院
は
所
得
制
限
あ
り

小
･中
学
生
▼

入
院
･通
院
と
も
に
所
得

制
限
あ
り

＊
お
子
さ
ん
が
１
歳
以
上
で
市
(区
町

村
)民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い

る
世
帯
は
、
自
己
負
担
分
の
半
額
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
医
療
機
関
(入
院
･通
院
そ
れ
ぞ
れ
)や

薬
局
ご
と
に
月
額
１
千
円
が
上
限
。

ひ
と
り
親
家
庭
、
父
母
が
い
な
い
家

庭
、
父
か
母
が
重
度
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
家
庭
▼

18
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
(18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
)が
対
象
で
す
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
が

就
職
な
ど
で
、
社
会
保
険
本
人
(※
)に

な
る
と
該
当
し
ま
せ
ん

②
障
が
い
児
(者
)の
福
祉
医
療
制
度
の
対
象

重
度
障
が
い
児
(者
)▼
身
体
障
害
者
手

帳
１
〜
３
級
か
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち

の
か
た
。
社
会
保
険
本
人
(※
)は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す

高
齢
身
体
障
が
い
者
▼

65
歳
以
上
で
身

体
障
害
者
手
帳
４
〜
６
級
を
お
持
ち
の

か
た
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
社
会

保
険
本
人
(※
)は
該
当
し
ま
せ
ん

※
＝
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健

康
保
険
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
以
外
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

こ
と
。

■
更
新
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
受
給
者
証

の
有
効
期
間
が
令
和
元
年
７
月
31
日
ま

で
の
か
た
へ
、
６
月
に
更
新
申
請
書
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

申
請
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
た
か

た
に
は
、
７
月
下
旬
に
支
給
判
定
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
(受
給
対
象
者
に

は
新
し
い
受
給
者
証
を
同
封
)。

■
新
規
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

新
た
に
受
給
者
証
を
申
請
す
る
場
合

の
申
し
込
み
は
、
｢
乳
幼
児
･小
中
学

生
｣が
７
月
８
日
(月)
か
ら
、
そ
れ
以
外

の
対
象
が
７
月
16
日
(火)
か
ら
、
上
記
の

子
ど
も
総
務
課
ま
た
は
障
が
い
福
祉
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

＊
平
成
30
年
度
は
所
得
制
限
を
超
え
た

た
め
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
で
も
、

今
年
度
は
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
ひ
と
り
親
家
庭
の
か
た
で
、
｢乳
幼

児
･小
中
学
生
｣の
福
祉
医
療
制
度

(｢対
象
区
分
お
よ
び
負
担
者
番
号
｣

の
上
２
桁
が
｢74
｣)を
お
持
ち
の
か

た
は
、
申
請
に
よ
り
｢ひ
と
り
親
家

庭
｣の
制
度
に
切
り
替
え
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
接

種
後
に
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
を
否

定
で
き
な
い
副
反
応
が
特
異
的
に
見
ら

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
25
年
６
月

の
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
基
づ

き
、
秋
田
市
で
は
、
接
種
に
つ
い
て
積

極
的
な
勧
奨
を
一
時
的
に
差
し
控
え
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る

か
た
は
委
託
医
療
機
関
で
の
接
種
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
健
康
管
理
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号
１
０
０
５
５
７
９

対
象
▼

12
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
初
日
か
ら
16
歳
と
な
る
日
の
属
す
る

年
度
の
末
日
ま
で
の
女
子

＊
接
種
す
る
場
合
は
、
医
師
と
よ
く
相

談
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
リ
ス

ク
を
ご
理
解
の
う
え
、
お
受
け
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
課
☎
(８
８
３
)１
１
７
９

●文中｢SC｣はサービスセンターの略

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

は
お
早
め
に
！

自
己
負
担
分
が
助
成
さ
れ
る

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

申
請
を
忘
れ
ず
に
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御
所
野
学
院
高
校
で
は
、
来
年
度
入

学
者
か
ら
選
抜
試
験
を
実
施
し
、
全
県

か
ら
入
学
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
中
学
３
年
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
７
月
23
   日
(火)
に
体
験

入
学
を
行
い
ま
す
。
参
加
申
込
書
は
、

高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://w
w
w
.ed
u
.city.akita.akita.jp
/gsn
-h
/

●
問
い
合
わ
せ
　
御
所
野
学
院
高
校

☎
(８
８
９
)９
１
５
０

式
典
、
体
験
発
表
、
講
話
な
ど
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

７
月
13
日
(土)
午
前
10
時
〜
11
時

50
分
　

会
場
▼

県
社
会
福
祉
会
館
10
階
大
会
議
室

(旭
北
栄
町
)

●
問
い
合
わ
せ
　

秋
田
市
身
体
障
害
者
協
会
☎
(８
６
６
)

１
３
４
１
･Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
６
５
)２
０
９
９

障
が
い
福
祉
課
☎
(８
８
８
)５
６
６
３
･

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

市
有
物
件
を
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。
入
札
保
証
金
は
、
入
札
金

額
の
100
分
の
５
以
上
で
す
。

現
地
説
明
会
は
７
月
18
日
(木)
に
実
施

し
ま
す
(時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
)。

入
札
の
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号
１
０
１
６
４
２
２

入
札
日
時
▼

７
月
31
日
(水)
午
前
10
時
〜

(受
け
付
け
は
９
時
〜
９
時
50
分
)　

入
札
会
場
▼

市
役
所
５
階
第
３
委
員
会
室

土
地
の
所
在
／
面
積
／
最
低
入
札
価
格

①
寺
内
蛭
根
三
丁
目
85
番
４
／
５
千

428
･76
㎡
／
１
億
９
千
721
万
９
千
800
円

(消
費
税
含
む
)

…
土
地
内
に
あ
る
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
３
階
建
て
の
事
務
所
お
よ
び
工
作

物
な
ど
も
含
み
ま
す

②
河
辺
三
内
字
野
崎
35
番
24
／

433
･48
㎡
／
301
万
３
千
円

③
河
辺
三
内
字
野
崎
35
番
26
他
１
筆
／

452
･63
㎡
／
314
万
６
千
円

●
問
い
合
わ
せ
　
財
産
管
理
活
用
課

☎
(８
８
８
)５
４
３
９

第
43
回
秋
田
市
身
体

障
が
い
者
福
祉
大
会

将来的に児童生徒の数が減少しても、子ども

たちにとって良好な教育環境を確保するた

め、小･中学校のよりよいあり方(学校適正配

置)の実現に向けた取り組みを進めています。

地域代表や保護者代表からなる協議会で、学

校統合の方向性(学校の組み合わせ)について話

し合いを始めます。傍聴を希望するかたは直

接会場へお越しください。受け付けは先着順

で行い、定員数を超えた場合は、入場を制限す

ることがありますので、ご了承ください。

中央地域u７月18日(木)
＝中央市民SC洋室４(市役所３階)
西部地域u７月22日(月)
＝西部市民SC３階洋室４〜７
北部地域u７月30日(火)
＝北部市民SC１階地域文化ホール
東部地域u８月８日(木)
＝東部市民SC２階洋室１〜３
河辺地域u８月20日(火)
＝河辺市民SC３階洋室１
南部地域u８月22日(木)
＝南部市民SC２階地域文化ホール
雄和地域u８月28日(水)
＝雄和市民SC２階洋室３･４

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
協
議
会
の
日
程
と
会
場

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

問い合わせ 学校適正配置推進室☎(888)5812

御
所
野
学
院
高
校
で

体
験
入
学
を
実
施
し
ま
す

市
有
物
件
を
売
却
し
ま
す

市では、｢仕事と子育ての両立支援｣や｢子育

てにやさしい活動｣に取り組む企業を、〝秋田市

元気な子どものまちづくり認定企業〟として認

定･表彰し、子育てを社会全体で支える気運を

高め、誰もが仕事と生活の調和(ワーク･ライ

フ･バランス)をとりながら、希望にそった働き

方ができる社会づくりをめざしています。

今年度の表彰対象は、８月31日(土)までに申

請した企業となります。申請書類、認定基準な

ど詳しくは、市ホームページをご覧ください。

■広報ID番号 1010539

問い合わせ 子ども総務課☎(888)5687

秋田市元気な子どもの
まちづくり認定企業を
募集しています



対象u１歳３か月〜２歳のお子さんと
保護者　日時u７月24日(水)10:30〜
12:00　会場u南部市民SC２階地域
文化ホール 先着u12組
申込u７月８日(月)9:00から南部子育
て交流ひろば☎(838)1216

対象u生後２〜６か月のお子さんと父
親 (母 親 同 伴 で )　日時 u７ 月 25日
(木)10:30〜11:30
会場uアルヴェ４階和室　先着u８組
申込u７月16日(火)9:00から子ども未
来センター☎(887)5340

対象u０〜５歳の親子　
日時u７月17日(水)9:45〜11:00　
会場･問u川添保育所☎(886)2139

子ども未来センター(アルヴェ５階)
では、読み聞かせや歌遊び、マジッ
ク、伝承遊びなど幼児向けのパフォー
マンスを披露してくださるボランテ
ィアを募集しています。活動は、土曜
か日曜の希望する日の30分程です。
申込u活動希望日の４週間前までに、
活動申込書を子ども未来センターへ提

出してください。活動申込書はホーム
ページからダウンロードできます。
http://www.alve.jp/archive/news/571
問u☎(887)5340

妊婦さんや就学前のお子さんがいる
ご家庭のかたを対象に、子育ての悩み
や保育所入所などの相談に応じま
す。相談時間は10:00〜12:00。
★会場と相談日(いずれも７月)
■南部子育て交流ひろばu10日(水)
■中央子育て交流ひろばu16日(火)･30日(火)
■西部子育て交流ひろばu24日(水)
問u子ども未来センター☎(887)5340

保健師、栄養士、歯科衛生士による個
別相談。
日時u７月30日(火)9:00〜12:00　
会場u市保健センター(八橋)
先着u３組
申込u子ども健康課☎(883)1174
＊電話相談は随時行っています。

­­­­­­­­
太字の( )内はお子さんの
対象。問い合わせ先の◎
は、各地区の主任児童委員さんの印。
■チャイルド中通(就園前)
７月16日(火)、８月27日(火)、10:00

〜11:30、中通児童館で。
問u◎高橋さん☎090-2982-0427
■築山きりんクラブ(就学前)
７月17日(水)10:00〜11:30、築山児
童センターで。
問u◎狩野さん☎090-4311-7555
■おおすみキッズ(就学前) ７月18
日(木)10:00〜12:00、大住児童館
で。しゃぼん玉遊び。着替えが必要
です。問u◎小松さん☎(839)5189
…………………………………………
■里親制度にご理解を
申し込みは、いずれも秋田赤十字乳児
院(広面字釣瓶町)へ。☎(884)1760
①里親説明会 ７月21日(日)、８月17
日 (土 )、９ 月 15日 (日 )、13:30〜
15:00、東部市民SCで。定員各10人
②ひだまりサロン 子どもたちに会
いにきて、ふれあってみませんか。
７ 月 21日 (日 )、８ 月 ４ 日 (日 )･17日
(土)、９月４日(水)･15日(日)、10月４
日(金)、11月４日(月)、12月４日(水)、
10:00〜12:00、秋田赤十字乳児院
で。定員各10人
■こどもの救命講習会 乳幼児の心
肺蘇生など。７月28日(日)14:00〜
15:30、秋田赤十字病院リハビリテ
ーション室で。参加費300円。
申込u同病院社会課へ電話またはホー
ムページから。☎(829)5000
http://www.akita-med.jrc.or.jp

＊スペースの都合などにより、「育児コーナー」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

育
児
コ
ー
ナ
ー
！
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乳幼児の育児相談

地域で育児★★

子ナビ(子育てナビゲーター)の巡回相談

幼児向けパフォーマーを募集

ママと一緒に３B体操

保育所開放へおいでよ

パパ向けベビーマッサージと育児相談



幼児期の食事の話、試食、親子体操、
個別相談など。
対象u２歳〜就学前のお子さんと保護者
日時u７月26日(金)10:00〜12:00
会場u市保健センター(八橋)
先着u30組
申込u７月10日(水)8:30から子ども健
康課☎(883)1174･1175

申し込みは子ども健康課へ。
☎(883)1175

◆プレママトーク 妊娠、出産、育児
について。対象u妊娠35週頃までの妊
婦さん 日時u７月25日(木)10:00〜
11:00 会場uほっとルーム(八橋の市
保健所２階) 先着u10人
◆産後のママトーク 産後の心や身
体、育児について。対象u産後６か月頃
までの母親(お子さんも一緒にどうぞ)　
日時u７月29日(月)10:00〜11:30　
会場u市保健センター(八橋)
先着u10組

風邪や感染性の病気にかかっている
時はご遠慮ください。
◆４か月･７か月･10か月児健診　
対象u４･７･10か月になった日から、
それぞれ満５か月･満８か月･満11か
月になる前日までのお子さん　
会場u母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健診
日時と会場u右表参照　持ち物u母子
健康手帳とアンケート(事前に記入し
てください)、バスタオル
◆３歳児健診 視力･聴覚検査は自宅
で行ってきてください。
日時と会場u右表参照　持ち物u母子
健康手帳とアンケート(事前に記入し
てください)、尿検査セット(尿を容器
に採って)、バスタオル
       ＊アンケートは、健診の前の月に郵送

します。届かない場合は子ども健
康課(八橋の市保健所２階)にご連
絡ください。また、都合により別
地区の日に受けたい場合もご連絡
ください。

■旧秋田市の各地区
受付時間u12:45〜13:30　会場u市
保健センター(八橋)　対象u１歳６か
月児健診…平成30年１月生まれの１
歳７か月児、３歳児健診…平成28年
２月生まれの３歳６か月児

■旧秋田市の対象地区と健診日

■河辺･雄和の各地区
受付時間u12:45〜13:30　会場u河
辺総合福祉交流センター　対象u１歳
６か月児健診…平成29年11･12月、
平成30年１月生まれ、３歳児健診…
平成28年１〜３月生まれ
実施日u１歳６か月児健診…８月６日
(火)、３歳児健診…９月18日(水)

育児コーナー！
笑顔がいいね

各子育て交流ひろばの場所

中央＝市役所２階
東部･南部･雄和＝各市民SC１階
西部･北部･河辺＝各市民SC２階

広報あきた　2019年７月５日号13

乳幼児健康診査
子ども健康課☎(883)1174

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

対象
地区

１歳６か月児健診u８月１日(木)
３歳児健診u８月22日(木)

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･
四ツ小屋･御所野･茨島･新屋･
勝平･豊岩･浜田･下浜･向浜

対象
地区

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･
山内･仁別･千秋･手形･蛇野･手形山･
東通･広面･柳田･下北手･太平･横森･
桜･桜ガ丘･桜台･大平台･上北手･
山手台･南ケ丘

対象
地区

１歳６か月児健診u８月２日(金)
３歳児健診u８月23日(金)

健診
日

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

対象
地区

１歳６か月児健診u８月８日(木)
３歳児健診u８月28日(水)

健診
日

１歳６か月児健診u８月７日(水)
３歳児健診u８月27日(火)

ぱくぱく元気教室

＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

ト
ピ
ッ
ク
ス

秋田県信用組合から、子ども用書籍購入に充てて
ほしいと100万円の寄付をいただきました。ありが
とうございます。教育委員会総務課☎(888)5803

６月６日の贈呈式で。右から秋田県信用組合の
北林貞男理事長、穂積市長、佐藤教育長

いろいろお話してみませんか

金足地区に縁
���

のある童謡｢どじょっこふなっこ｣
がJR追分駅の列車到着メロディーに採用され、６
月７日、記念式典が行われました。式には関係者の
ほか、｢どじょっこふなっこ｣を歌い継いでいる金足
西小学校の児童も出席。参加者全員による記念斉
唱では、みんな元気な歌声を披露していました。

心落ち着くおもてなしメロディー。追分駅を訪れ
た際は、ぜひ耳を傾けてみてください♪

子
ど
も
用
書
籍
購
入
に
と

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

｢どじょっこ
ふなっこ｣で
お出迎え♪
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問い合わせu後期高齢医療課☎(888)5638

後期高齢者医療制度に加入しているかたへ、８月１日(木)から有効となる被保
険者証を７月下旬に簡易書留でお送りします(色はピンク色)。自己負担割合額は
平成30年中の所得で改めて判定しているため、今までと違う場合があります。

医療機関の窓口で提示すると自己負担限度額ま
での支払いになる｢限度額適用･標準負担額減額認
定証｣および｢限度額適用認定証｣の有効期限は7月
31日(水)です。継続となるかたへ、認定証を被保険
者証と一緒にお送りします。新たな対象者には、７
月上旬に申請書をお送りします。
同封する封筒でご返信ください。

後期高齢者医療制度に加入している75歳以上、
または一定の障がいがある65歳以上のかたに、｢保
険料額決定通知書･納入通知書｣をお送りします。

金額は、平成30年中の所得などをもとに算定
し、年額保険料は所得割額と均等割額の合算で、上
限額が62万円(100円未満切り捨て)です。

所得割額＝加入者の所得に応じた分
…計算式→(所得-33万円)×8.07％

均等割額＝一律39,710円

①均等割額の軽減

②後期高齢者医療制度に加入する前日まで、健康
保険の被扶養者であったかた(国保･国保組合の加
入者は除く)の軽減u所得割額０円および制度開始
後２年間に限り均等割額19,855円

■所得区分ごとの自己負担限度額
(１か月)〈今年８月〜来年７月〉

＊指定難病患者や、平成28年４月１日現在、すでに１年を越えて
精神病床に入院しているかたは260円です。

＊90日を超えた場合、再度申請が必要です。

上表の太枠に該当するかた
は、軽減割合が９割から８割
に変わります。このため、10
月から年金生活者支援給付金
(保険料納付済期間による)の
支給と介護保険料の負担軽減
の支援策が実施されます。

◆｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣と
｢限度額適用認定証｣の更新はお早めに

◆今年度の保険料額決定通知書と納入通知書を
７月10日(水)にお送りします

◆
軽
減
割
合
変
更
へ
の
支
援
策

｢現役並みの所得があるかた｣｢一般｣＝460円

｢区分Ⅰ｣＝100円

｢区分Ⅱ｣＝90日までの入院は210円、過去12か月
で90日を超える入院は160円

所得区分ごとの入院時の食事代(１食につき)の自
己負担額は下記のとおりです。なお、区分Ⅰ･Ⅱ
のかたは、減額認定証の提示が必要です

所得の低いかたなどは、被保
険者の総所得額などに応じて
保険料を軽減しています

＊〈 〉内は、12か月で４回以上支給された場合の４回目以降の額。
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はがき、FAX、Eメールのいずれか
で、見学船名と参加者全員の住所･
氏名(フリガナ)･性別･年齢･電話番
号を７月９日(火)までにお知らせ
ください。〒011-0945 土崎港
西一丁目９-１ セリオン｢クルーズ
船船内見学｣係　FAX(857)3384
Eメール info@selion-akita.com

【問い合わせ】☎(857)3381

秋田市指定無形民俗文化財の山谷番楽(上の写真)や黒川
番楽、萱ヶ沢番楽など９団体が出演します。継承されてい
る地域の芸能の数々をぜひ会場でご覧ください。

日時u７月27日(土)14:00〜15:30　会場u千秋美術館３階講堂
講師u千秋美術館の小松大秀館長　定員u70人
申込u７月８日(月)9:30から美術館へ☎(836)7860

尾張徳川家は、徳川家康の九男･義直によって創始され
た御三家筆頭の大名。徳川美術館(名古屋市)は、19代当
主義親が大名文化を後世に残すことを目的に、昭和10年
に開館し、尾張徳川家に受け継がれてきた什

���

宝
� �

(家宝とし
て秘蔵する器物)を所蔵公開してきました。

本展では、家康ゆかりの品や三代将軍家光の娘･千代姫
の婚礼調度である国宝｢初音の調度｣など、徳川美術館の所蔵品の中から選び抜いた名品に
より、尾張徳川家の歴史と華やかな大名文化を紹介します。

■千秋美術館　■caoca広場　■さきがけニュースカフェ
■ローソンチケット(Lコード：22200)

【前売料金】一般800円/大学生640円/高校生以下無料
〈
秋
田
市
制
130
周
年
･千
秋
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念
〉

【前期】７月20日(土)u８月８日(木) 【後期】８月10日(土)u９月１日(日)

源氏物語と
初音の婚礼調度

７月13日(土)
9:30〜15:00

今年のスローガンには、
みんなで七色に輝く虹
を描き、学院祭を彩りに
満ちた〝サイコー〟のも
のにしたいという思い
を込めました！ 問u☎(828)4127 

■授業や部活動の作品展示 
■生徒の作品販売  
■工芸･デザインの制作体験

(材料費負担あり) 
■飲食販売　■お化け屋敷
■軽音楽同好会＆

ダンス同好会のステージ

国宝〈初音の調度〉のうち
〈初

� �

音
�

蒔
� �

絵
�

旅
� �

櫛
� �

箱
� �

〉霊仙院千代姫
(尾張家２代光友正室)所用 江戸
時代･寛永16年(1639) 前期展示

【会場】千秋美術館 【問い合わせ】☎(836)7860

講 演 会 聴講
無料

申
し
込
み
(１
通
で
４
人
ま
で
)

秋田港に入港するクルーズ船の船内を
見学しませんか！ 対象は、秋田市民(小
学生以上)で１時間程度の歩行(階段など
を含む)ができるかた。参加無料。定員
は抽選で、３日が80人、４日が40人。
抽選結果は７月19日(金)までに、当選者
のみに入場整理券をお送りします。

★ぱしふぃっくびいなす＝８月３日
(土)10:00〜11:00(集合9:30)

★にっぽん丸＝８月４日(日)10:30
〜12:00(集合10:00)

船
名
と
日
程

日時 ７月28日(日)
10:00〜14:40

会場 民俗芸能伝承館５階 【問い合わせ】☎(866)7091

＊発表会の観覧は無料ですが、館内および旧金子家住宅を観覧する
場合は、別途100円が必要です。

＊美術館は、展示替えのため７月４日(木)から19日(金)まで休館します。

秋田公立美術大学
附属高等学院 学院祭

＊いただいた情報は船会社へ提出するため、記
載漏れの場合は無効となります。

クルーズ船
船内見学会
クルーズ船
船内見学会



ふれあい曳山（曳山の体験）

16

9:30

12:30

20:00

神輿
� � �

渡御
各町内の曳山運行
御
み

幸
ゆ き

曳山
や ま

の開始
各町内が順番に穀保町を出
発し、本町通りを進みます
戻
も ど

り曳山
や ま

の開始
相染町から各町内をめざ
し、曳山が出発します

■本町通りと中央通り▶20日9:00〜22:00­▶21日9:00〜24:00　
■郷社通り▶20日9:00〜22:00­▶21日9:00〜24:00　
■本舎前▶20日9:00〜15:00　
■一心亭(土崎港南二丁目)

〜ローソン土崎港南二丁目店▶21日9:00〜12:00　
■一心亭〜旧国道入口▶21日9:00〜16:00　
■土崎駅入口〜飯島三叉路▶21日12:00〜24:00

­­­交通規制にご協力をお願いします

曳山運行に伴い、各町内でも交通規制を実施しますので、ご協力をお願いします

通
行
止
め
の
通
り
と
時
間

曳山まつりの両日とも9:00
から21:00まで開館します。
入館無料。まつりの観覧に合わ
せ、高さ11.5㍍の迫力ある曳山をぜひご覧ください。
問い合わせ▶土崎みなと歴史伝承館☎(838)4244

土崎みなと歴史伝承館の
開館時間を夜９時まで延長

問い合わせ▶土崎港曳山まつり実行委員会☎(845)2264…まつり当日は総合本部☎(846)0347

 

 

 

 

各町内の
曳山運行

8:00

19:00

21:00
〜

 

 

会場▶­本町通り(ホテル大和
前〜土崎駅入口)　▶­中央通
り(五十嵐記念病院前〜五叉
路)　▶郷社通り(土崎駅入口
〜土崎小入口)

曳山まつり両日、車でお越しのかたは、道の駅あき
た港駐車場、中島ふ頭の秋田港クルーズターミナル駐
車場をご利用ください。各駐車場からは、無料シャト
ルバスが20日･21日の10:30から21:10まで、20分
間隔で｢土崎みなと歴史伝承館｣まで運行します。
問い合わせ▶北部市民サービスセンター☎(893)5707

無料の臨時駐車場から無料シャトルバスを運行



湧水の郷
あらや風鈴まつり
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13日は大森山動物園写生大会優秀作
品への副賞となる｢オモリントロフィ
ー｣を、14日は｢秋田犬のオブジェ(夏
バージョン)｣を制作します。

お子さんが対象。ぷーっと息を吹き込んでガラスを
膨
� �

らませます。参加者におはじきをプレゼント！

工房所属作家９人の作品を展示します。

７月中に、工房ショップで3,000円以上のお買い物を
したかたのレシート番号で、後日抽選を行います(当
選発表は８月１日(木))。作家オリジナル作品(９作品)
は、ショップに展示中です。

uビアガーデン&縁日 uなんでもマーケット
uレコードコンサート(12:00〜)
uパフォーマンスステージ(12:30〜)
u風鈴絵付け(13:00〜･15:00〜)
…体験料400円、先着各20人

u打ち水大作戦(14:00〜) ほか

アルヴェ１階きらめき広場･２階多目的ホール

ベルギービールの樽生で乾杯！フードや日本
酒のブースも出店します。〈飲食は有料〉

誰でも気軽に防災を学べる実
験を交えた｢防災エンスショー｣
を、11:00〜12:00と13:30〜14:30に開催し
ます。いす100席は当日の先着順となります。

また、鏡の反射のおもしろさを体験する｢ミラー
メイズ〜こん虫迷路〜｣、
たたみ染めや吹き矢など
のワークショップも！

〈入場無料〉

ベビー向け＝10:30〜11:00
キッズ向け＝11:30〜12:00

12 17:00〜21:00(12日は17:30〜)14日日u

14日 10:00〜15:00
アルヴェ１階きらめき広場

15日

13日

  
体操｢ブンバ･ボーン！｣の

振り付けを担当したダンス
インストラクター･榎沢りかお姉さんがやってく
る！ みんなで歌って遊ぼう!! 〈入場無料〉

★ステージ演奏で連日盛り上げます♪

12日＝英心&The Meditationalies

13日＝羅漢、Hold Out Hope
14日＝Mating Rhythm、伽羅

ガラス工房芝生広場
や隣接する渡邉幸四郎邸、新屋表町通りを会場に、
NPO法人新屋参画屋が２周年を一緒に盛り上げます！

   

   

  

   

   

  

地元酒蔵の酒粕を配合し、大好評だった第１弾｢あら
やっしゅグレー｣。続く第２弾となる新色は??

13
日
の
み

u大森山アートプロジェクト｢Zoo de 工作｣ …
16:00まで(材料がなくなり次第終了)。５歳以上
のお子さんが対象。動物の工作キット作り。参
加費500円〜 u新屋竿燈会の竿燈演技(19:30〜)
uショップくりた(栗田支援学校) u町家マルシェ

両
日

＊迷路は混雑時、受け付けを
早めに終了する場合あり。

問い合わせ▶秋田市新屋ガラス工房☎(853)4201

13
10:00〜17:00

15日日u

アルヴェ屋外きらめきコート

スイーツや焼きそばなどの屋台が並ぶ飲食イ
ベントです。〈飲食は有料〉

   

   

  

   

   

  

13日(土)10:00〜20:00

14日(日)10:00〜17:00

湧水の郷
あらや風鈴まつり

 

 

 

   

  

 

 

 

   

  

 

 

 

   

  

 

 

 

   

  

 

 

 

   

  

13日(土)･14日(日)

10:00〜16:00入 場 無 料

７月12日(金) 15日(月祝)

問い合わせ▶市民交流プラザ管理室☎(887)5310

アルヴェ２階多目的ホール

榎沢りかお姉さん

阿部清人さん

アルヴェ フード ガーデン

(右の写真)

秋
田
市
制
130
周
年
記
念
事
業

サイエンス
インストラクター



応募資格u秋田市内で起業している
女性、女性が開発した商品を販売
している団体　日時u11月９日(土)
10:00〜16:00　会場uアルヴェ
１階きらめき広場 募集区画u５枠
申込u指定の応募用紙で７月22日
(月)までにお申し込みください。詳
しくは、市ホームページをご覧く
ださい。広報ID番号 1021185
問u生活総務課☎(888)5650

■久保田城御隅櫓の開館時間を延長
夏休み期間に合わせ、開館時間を
７月20日(土)から８月24日(土)ま
で、9:00〜19:00に延長します。
入館料100円(高校以下無料)。
問u佐竹史料館☎(832)7892
■介護者のつどい 寝たきりや認
知症のかたなどを介護する上での
悩みや思いを話し合います。日時
u７ 月 17日 (水 )、８ 月 ９ 日 (金 )、
13:30〜15:00　会場u市保健セ
ンター(八橋)　問uつどい代表の小
野さん☎090-9037-4482
■精神障がい者家族相談　
ご家族の不安や悩みごとなど。
日時u７月19日(金)10:00〜15:00
会場u市老人福祉センター３階(八
橋)　問uNPO法人秋田けやき会

☎(863)4481
■マンション何でも相談
日時u７月26日(金)11:00〜12:00
会場u中央市民SC和室(市役所３

階) 申込uNPO法人秋田県マンシ
ョン管理士会の石井さん

☎090-1491-9117
■死別の苦しみ・悲しみを語る「ク
レマチスの会」大切な人との死別
を体験したかたの集いです。
日時u７月20日(土)13:00〜15:00
(個人ケアは要予約で15:20〜)
会場u県社会福祉会館(旭北)
参加費u300円　問u秋田グリーフ
ケア研究会☎080-5000-8706
■働く女性のしゃべり場
日時u７月28日(日)13:30〜15:30
会場uアトリオン７階研修室　　
定員u６人　申込uNPO法人シング
ル非正規職あきた女性の家の

丸の内さん☎090-2847-8514

会場は市立病院２階講堂(駐車場
無料スタンプがあります)。
①呼吸教室 理学療法士と臨床検
査技師によるCOPD(慢性閉塞性
肺疾患)に関する話。
日時u７月11日(木)13:00〜13:40
問u市立病院医事課☎(823)4171
②がんサポート教室 医師と管理
栄養士による胃がんの診断と治
療、胃切除後の食事に関する話。
日時u７月18日(木)13:00〜14:30
問u市立病院医事課☎(823)4171

③認知症カフェ｢笑顔カフェ｣
リラックスした雰囲気で認知症の
悩みを語りませんか。県運転免許
センター職員による｢運転免許更
新時の認知機能検査や自主返納に
ついて｣の話と医師などによる相
談窓口など。
日時u７月25日(木)13:30〜15:00　
問u市立病院秋田県認知症疾患医
療センター☎(866)7123

  血管の若さを保つ講話や調理実
習、美しさをキープする運動など
を行います。対象u全日程参加で
きる60〜64歳の女性 日時u８月
８日(木)･22日(木)、９月５日(木)、
10:00〜12:00(22日は12:30ま
で)　会場u中央市民SC洋室４(市
役所３階) 定員u24人　
申込u７月８日(月)8:30から保健
予防課☎(883)1178

骨密度や身体機能を評価し、転倒
や骨折の予防を学びます。足･腰
の不自由なかたや、心疾患がある
かたはご遠慮ください。日時u８
月27日(火)、９月24日(火)、10月
29日(火)、11月26日(火)、13:00
〜15:00(９･10月は13:30〜)　
会場u市立病院２階講堂　検査料
u4,500円　先着u15人　申込u市
立病院経営企画室☎(823)4171

＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 18

市立病院の各種教室

転倒予防教室

みんなの掲示板④

健　康

ビューティーヘルスセミナー

■笑いヨガ ７月10日(水)、
八橋老人いこいの家で。
問u☎(862)6025

■ADL体操　７月17日(水)、
大森山老人とこどもの家
で。問u☎(828)1651

いきいきサロン

対象は65歳以上のかた。
時間は10:00〜12:00。
参加無料。動きやすい服装
で直接会場へどうぞ。

■７月26日(金)u睡眠指導を介したこころの健康対策
〈秋田大学医学部附属病院精神科教授･三島和夫さん〉
■８月30日(金)u悩んでいる人に対して私たちができること
〈日本赤十字秋田看護大学看護学部助教･播摩優子さん〉　
■９月18日(水)uパーソナリティ障害の理解と関わり方
〈県立リハビリテーション･精神医療センター医師･小林祐美さん〉　
■11月８日(金)u支援者のメンタルヘルス〜ストレスと上手に付
き合うには〜〈協和病院臨床心理士･浅沼知一さん〉

■12月３日(火)u働く人のギャンブル依存
〈秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻教授･米山奈奈子さん〉

日
程
と
内
容
･講
師

【申し込み】７月５日(金)から健康管理課☎(883)1180

こころのケア相談セミナー
【時間】14:00〜15:30　【会場】市保健所(八橋)

受講無料
先着各70人



トリオkomachi♡の演奏による
｢世界に一つだけの花｣｢ルパン三
世のテーマ｣など。
日時u７月10   日(水)12:30〜12:50
会場u市役所１階市民の座　
問u文化振興課☎(888)5607

７月20日(土)に各小学校グラウンド
などで、おおむね朝６時台に行いま
す。なお、泉地区は7:30から、山
谷地区は太平小で実施します。詳
しくは、秋田市体育協会へお問い
合わせください。☎(896)5331
■20日以外の日程と地区体協名
21日(日)開催u雄和　23日(火)開催
u土崎南、土崎 28日(日)開催u泉　
(金足東は未開催)

水産物や青果、花きを販売！ 日時
u７月20日(土)9:00〜12:00　会
場u卸売市場(外旭川)　問uあきた
市場マネジメント☎(869)5294

県警音楽隊の演奏や、｢命てんで
んこ！｣と題した講演など。
日時u７月29日(月)13:00〜15:30
会場u文化会館　問u(公財)暴力団
壊滅秋田県民会議☎(824)8989

■シンポジウム｢深刻化する詐欺被
害『大丈夫!』は、だいじょうぶ?｣
特殊詐欺被害や高齢者の被害予防
のための講演などのほか、今回開
発したアプリソフトを使った実演
も。日時u７月28日(日)13:00〜
16:00　会場uホテルメトロポリ
タ ン 秋 田 ３ 階 ジ ュ エ ル 定員
u150人　申込u県立大学渡部諭 研
究室の鈴木さん☎(872)1553
■栗田フェア　栗田支援学校児

童･生徒による太鼓演奏･踊りの発
表会や、作業学習製品販売･バザ
ーなど。日時u７月20日(土)9:30
〜13:00　会場uアゴラ広場
問u栗田支援学校☎(828)1162
■かがやきの丘祭り
楽しいステージや出店販売など。
日時u７月20日(土)15:30〜18:00
会場uあきた総合支援エリア｢かが
やきの丘｣(南ケ丘)駐車場
問u聴覚支援学校☎(889)8572
■秋田混声合唱団創立40周年記念
定期演奏会　日時u７月20日(土)
18:00〜 会場uアトリオン音楽
ホール　入場料u1,000円(中･高
生500円)、小学生以下無料　
問u事務局の塚本さん

☎070-5017-1213
■花芸安達流秋田県支部いけばな
展〜夏を生ける〜 日時u７月21
日(日)･22日(月)、10:00〜16:00　
会場u文化会館展示ホール　問­­­­­­­u同
支部長の京屋さん☎(823)6009
■市民スポーツ祭･水泳
日時u８月18日(日)9:30〜　会場u

県立総合プール 参加費 u個人
800円、１チーム1,600円　申込
u７月27日(土)まで秋田市水泳協会
の鈴木さん☎090-5236-6668

■ルミエール秋田落語会
柳家三三の独演会。乳幼児の同伴
は不可。日時u９月６日(金)19:00
開演　会場uアルヴェ２階ルミエ
ール秋田　入場料(全席指定)u前売
券3,000円、当日券3,500円(前
売券完売の場合、当日券はありま
せん) 前売券販売所uルミエール
秋田、caoca広場(６月中旬から販
売しています。残席については各
販売所でご確認ください)　
問uルミエール秋田☎(884)7450

   
秋田西中学校グラウンドに隣接す
る、西部地域運動広場の８〜11月
の団体の利用申請を受け付けま
す。申込u西部地域住民自治協議会
(西部市民SC内１階)にある申請用
紙に記入のうえ、７月11日(木)ま
でに同協議会へ。☎(828)4217

11月９日(土)に開催する｢女性の
活躍推進シンポジウム｣の販売コ
ーナーの出店者を募集します。

広報あきた　2019年７月５日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。
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案　内

催　し

暴力団壊滅秋田県民大会

u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ

全市一斉ラジオ体操のつどい

卸売市場開放デー

市民の座1230
�������

ミニコンサート

おいしいコーヒーの淹
�

れ方と
コーヒーにまつわる環境の話

一緒にごみ減量について考えよう！ ごみ減量グ
ッズ抽選会や季節に合わせた柄がデザインできる
ステンシルマイバッグづくり講座、参加賞がもら
える雑がみ分別釣りゲームやごみ減量輪ゴム射的
コーナーなど。なお、下記の催しのみ
申し込みが必要です。

日時 ７月27日(土)10:00〜15:00

会場 にぎわい交流館１階･４階

スターバックス コーヒー秋田駅店バリスタに
よる実演と講話。紙フィルターを使わないプレスコーヒーの淹れ
方など。試飲のためのマイカップかマイボトルをお持ちくださ
い。定員各15人。参加希望のかたは、７月８日(月)8:30から環境
都市推進課へお申し込みください。☎(888)5708

11:00〜12:00
13:00〜14:00

エコアちゃん

西部地域運動広場の利用申請

｢女性活躍！ きらめきマルシェ｣出店募集

みんなの掲示板③

◆｢広報ID番号｣は、秋田市ホームページ画面上でのページ検索の際に入力してください。



対象u小学３年生以上〜大人(小学
生は保護者同伴)　日時u７月27­­­日
(土)9:00〜17:00 先着u40人　
申込u７月19日(金)まで同大学地方
創生･研究推進課☎(889)2844
■秋田の海を、とって、調べて、
図鑑をつくろう 地引き網などを
使って海の水生生物を調べます。
対象u小学生以上(小３以下は保護
者同伴)　­­­­­­­日時u７月28日(日)8:00
〜12:30　会場u桂浜海水浴場(駐
車場有料)　先着u60人　申込u７
月８日(月)から21日(日)まで、FAX
かEメールで、住所､­参加者全員の
氏名･年齢､­電話番号を、NPO法人
秋田水生生物保全協会へお知らせ
ください。FAX・☎(827)3407
Eメール­ataqc@aroma.ocn.ne.jp
■小学生親子体験教室　定員各回
12組。会場と申し込みは中央シ
ルバーエリアへ。☎(829)2151
①陶芸　日時u７月28日(日)、10:00
〜11:30、13:30〜15:00　
参加費u１人1,050円
②七宝焼き 日時u８月４日(日)、
10:00〜11:30、13:30〜15:00　
参加費u１人800円
■お天気フェアあきた 気象台の
見学や実験コーナーなど。対象u

小･中学生〜大人 日時u７月21
日(日)10:00〜15:00　会場･問u

秋田地方気象台☎(824)0376
■秋田地方裁判所(山王)の見学会　
模擬裁判やクイズなど。対象u小
学５･６年生と保護者　日時u７月
25日(木)10:00〜12:00、14:00
〜16:00　先着u各20組　
申込u７月16日(火)8:30から19日
(金)までに同裁判所事務局総務課

☎(803)0181

■日本銀行秋田支店見学とお金教室
対象u小学４〜６年生と保護者
日時u７月29日(月)･30日(火)･31
日(水)、9:30〜11:30　会場u日本
銀行秋田支店　先着u各10組
申込u７月８日(月)9:00から秋田
県金融広報委員会☎(824)7814
■秋田大学子ども見学デー 理科
実験、天体観測などの見学･体験
コースを用意。申込方法など、詳
しくはホームページをご覧くださ
い。対象u小学生(保護者同伴)　
日時u８月８日(木)9:30〜12:00
定員(抽選)u380人　申込締切u７
月12日(金) 問u同大学地方創生･
研究推進課☎(889)2270
https://www.akita-u.ac.jp/honbu/

social/so_center_index.html

日時 u７月18日 (木 )･25日 (木 )、
13:30〜15:30　会場uほくとラ
イブラリー明徳館２階研修室　
テキスト代u510円　先着u40人　
申込u７月８日(月)9:00から佐竹
史料館☎(832)7892

市場の仲卸業者が講師。対象u18
歳以上(お子さん連れは不可)　日
時u８月２日(金)、９月７日(土)、
10:00〜13:00　会場u卸売市場
(外旭川)　受講料u各1,000円
定員(抽選)u各18人　申込uはがき
に、講座名、希望日(両日可)、住
所、氏名、年齢、電話番号を書い

て、７月11日(木)まで、〒010-
0802­外旭川字待合28­あきた市
場マネジメント☎(869)5294

対象u初めてエクセルを使うかた
日時 u７月23日 (火 )･24日 (水 )、
13:00〜16:00　会場u中央市民
SC洋室２･３(市役所３階) 受講
料u1,300円　定員(抽選)u10人
申込u７月11日(木)まで生活総務課

☎(888)5650

自分も相手も大切にし、上手に自
分の気持ちを伝える手法を学びま
す。７月のテーマは｢怒りの伝え
方のポイント｣。日時u７月27日
(土)13:30〜15:00　会場u中央市
民SC洋室２･３(市役所３階)　
お茶代u100円　先着u20人　
申込u生活総務課☎(888)5650

■上級救命講習会　
心肺蘇生法、AEDの使い方、各種
応急手当などについて学びます。
日時u７月20日(土)9:30〜18:00　
会場u南部市民SC 先着u10人　
申込u７月７日(日)から秋田南消防
署☎(839)9551
■かがやきの丘ボランティア講座
あきた総合支援エリア(南ケ丘)の
視覚支援学校、聴覚支援学校、秋
田きらり支援学校による合同開
催。対象u高校生以上 日時u７月
31日(水)、８月１日(木)、10:00〜
15:15　会場 u同エリア 定員
u20人　申込u７月19日(金)まで視
覚支援学校☎(889)8571

＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 20

みんなの掲示板②

ものづくりデザイン専攻第1期卒業の渡辺楓
� �

和
�

が、日常の

そこかしこに存在する｢現象｣に着目した《夕焼け》《風》《虹

と花火》など７点を展示します。

また、７月７日(日)11:00と14:00には、紙と画材を使って

さまざまな｢にじみ｣を楽しむワークショップを開催します。

秋
田
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学
の
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チ
情
報
コ
ー
ナ
ー

期間u７月28日(日)まで開催中、10:00〜18:50

問u美大企画課
☎(888)8478

会場u美大サテライトセンター(フォンテAKITA６階)

渡辺楓
� �

和
�

展｢遠くの雨が聞こえる｣

講　座
秋田藩･佐竹氏の基礎知識

お魚屋さんのさばき方教室

コミュニケーションカフェ

パソコン講座(エクセル初級)

入場
無料

《
風
》
(部
分
)／
２
０
１
９
年



    

１分間じゃんけん、フロアカーリ
ング、スポーツ吹き矢など。内ば
きが必要です。対象u東部地域の小
学生(引率のかたもどうぞ) 日時u

７月24日(水)10:00〜11:30　会
場･問u東部市民SC☎(853)1389

秋田市食肉衛生検査所(河辺)の仕
事や、豚がお肉になる工程を学び
ます。実際に豚の内臓に触れてみ
たり、簡単な検査体験も。対象u小
学４〜６年生と保護者　日時u８
月１   日(木)10:00〜12:00 先着u

６組 申込u７月８日(月)9:00か
ら食肉衛生検査所☎(882)2396

風力発電建設の様子や風車タワー
の内部を見学。市役所で事前学習
後、バスで移動。対象u小学３年生
〜大人(小学生は保護者同伴)
日 時 u７ 月 30日 (火 )、８ 月 １ 日
(木)、9:00〜12:00　見学先u秋田
潟上ウインドファーム、向浜風力
発電所 先着u各35人
申込u７月９日(火)8:30から環境総
務課☎(888)5704

海浜事故防止･海洋環境について
の講習と、巡視船に乗船して秋田
市沖の海水調査などを行います。
対象u小学４年生以上のお子さんと
保護者　日時u８月１   日(木)9:15〜
12:00　会場uセリオンほか 先
着u20人 申込u７月10日(水)8:30
から環境総務課☎(888)5705

■夏休み子ども手話教室 対象u

小学生(保護者の同伴可)　日時u７
月 24日 (水 )･27日 (土 )、10:00〜
11:30　会場u県社会福祉会館(旭
北)　定員u各50人　申込u７月16
日(火)まで秋田市手話研究会の板
橋さん☎090-9968-3958
■frogキャンプ(宿泊と日帰り)
森の案内人による山散策、ザリガ
ニ釣りなど。対象u小学生　開催日
u７月25日(木)･26日(金) 会場u秋

田中央スポーツセンター(下北手)
内 容 u宿 泊 ＝ 25日 9:00〜 26日
17:00、参加費5,000円、定員30
人／日帰り＝両日9:00〜17:00、
参加費3,000円、定員各15人　申
込u７月８日(月)から20日(土)まで、
NPO法人あきた冒険遊びfrog 代表
の桑原さん☎090-3363-6837
■親子森林教室 仁別で森林散策
や木工製作。対象u小学生と保護
者 　 日 時 u７ 月 27日 (土 )8:45〜
15:55　集合u東北森林管理局(中
通)か秋田駅東口(移動はバス)
保険料u１人100円　
定員(抽選)u10組　申込u７月18
日(木)まで、はがき、FAX、Eメール
のいずれかで東北森林管理局へ。
詳しくはお問い合わせください。

☎(836)2211
■秋田大学防災教室 in 男鹿市
地震･津波の痕跡

� � � �

などを野外で観
察します。秋田大学手形キャンパ
スに集合し、バスで移動します。

広報あきた　2019年７月５日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。
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＊最新の情報は、広報広聴課ホームページで。☎(888)5471
https://www.city.akita.lg.jp ■広報ID番号 1001367
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ザ･ブーン、グラウン
ドゴルフ、野外観察♪
夏本番に向け、レジャ
ー施設満載で市民だけ
でなく、県外客にも人
気抜群の太平山リゾート公園を紹介します！

→22ページにザ･ブーン情報

  　   　 

15分番組｢わがまち大好き秋田市長です｣
〜夏休みのレジャーは

太平山リゾート公園で決まり！〜
u７/21(日)放送

◆｢広報ID番号｣は、秋田市ホームページ画面上でのページ検索の際に入力してください。

環境教室｢みなとの水質調査｣

夏の風
� �

車
� �

見学会

親子でしょっけん(食検)見学

いーぱる〝わくわく〟チャレンジデー

みんなの掲示板①

問い
合わせ

中心市街地魅力アップ事業実行委員会
事務局(エリアなかいち内)☎(853)1133

日時 ７月20日(土)･21日(日) 14:00〜20:00

会場 エリアなかいち ■入場無料■

飲食販売や夏祭り屋台の出店、ミニラ
イブなどのほか、参加自由の盆踊り大会
を両日17:30から開催します。

21日16:30～は秋田県出身のラッパー･
羅

�

漢
� �

が会場を盛り上げます！
羅漢

　

オートキャンプ場



対象u小･中学生 日時u７月27日
(土)10:00〜12:00　会場u史跡秋
田城跡第112次発掘調査現場(寺
内) 先着u15人 申込u７月８日
(月)8:30から秋田城跡歴史資料館

☎(845)1837

対象u西部地域の小学生と保護者
日時u７月28日(日)6:00〜７:30
(荒天時は８月４日(日))　会場u浜
田浜　参加費u1人100円　先着
u70組　申込u７月９日(火)9:00か
ら西部市民SC☎(828)4217

自然観察指導員と休養林内を散策
します。森林博物館の見学も。
対象u小･     中学生と保護者　日時u

７月31日(水)8:50〜15:00　参
加費(大人のみ)u500円　先着u45
人　申込u７月10日(水)8:30から
農地森林整備課☎(888)5741

対象u小学５･６年生　
日時u８月８日(木)13:30
から10日(土)14:30まで

の２泊３日
会場u太平山自然学習センターほ
か(秋田駅東口から送迎バスあり)　
内容u太平山奥岳登山(子どもには
上級コース)、テント泊、キャンプ
ファイヤー、バウムクーヘン作り
など　参加費u6,500円　定員(抽
選)u20人　申込uはがきに、催し
名、住所、氏名、年齢、学年、電
話･FAX番号を書いて、７月15日
(月)(必着)まで、〒01   0-0824 仁
別字マンタラメ227-1 太平山自
然学習センター☎(827)2171

対象u小学生の親子
日時u７月25日(木)9:30〜12:00　
会場u河辺総合福祉交流センター　
材料費u１組1,000円　先着u10
組　申込u７月８日(月)9:00から
河辺市民SC☎(882)5171

対象u４歳以上のお子さんとその
保護者　日時u７月26日(金)･29日
(月)･30日(火)、9:30〜13:00　
会場u園芸振興センター(仁井田)　
参加費u１人500円　定員(抽選)u
各４組　申込uはがきに、希望日
(複数可)、住所、参加者全員の氏

名(３人まで)、年齢、電話番号を
記入のうえ、７月16日(火)(消印有
効)まで、〒010-8560 秋田市役
所産業企画課☎(888)5725

対象は小学生以上(①③は中学生
以上)。会場は上新城の農山村地
域活性化センターさとぴあ(④は
農家民宿｢重松の家(上新城)｣)。申
し込みは７月８日(月)10:00から
さとぴあへ。詳しくは、お問い合
わせいただくかホームページをご
覧ください。☎(893)3412

https://satopia.akita.jp
(開催日時、参加費、定員の順で記載)
①英語DE考古学u国際教養大学准
教授と学生による簡単な英語での
考古学に関する講話。８月４日
(日)14:00〜16:00、25人
②子どもと作るイタリアン料理
｢手びねりショートパスタ｣ほかu８
月８日(木)10:00〜13:00、1,000
円(高校生以下300円)、10組
③縄文遺跡現地説明会u８月９   日
(金)10:00〜11:30、30人
④枝豆収穫体験 u８ 月 11日 (日 )
10:00〜13:00、800円、20人
⑤陶芸体験u８月18日(日)10:00
〜13:00、1,300円、16人

22＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

アスパラ収穫とピザづくり

親子ピザづくり体験

親子で地引き網体験

夏休み自然と学ぼう！ 
仁別森林博物館ツアー

森林散策や木工ものづくり体験など。体験後は、ザ･ブーンのプー
ル、温泉、｢UGOKAS×The Boon｣もお楽しみいただけます(利用料
は参加費に含まれます)。【問い合わせ】☎(827)2001

申
し
込
み

はがきに、住所、氏名、学年･年齢、電話番号、送迎バス(秋田駅発
着)利用の有無、同伴する保護者の氏名(いなければ不要)を書い
て、７月22日(月)(消印有効)までにお送りください。
〒010-0824 仁別字マンタラメ213 ザ･ブーン｢夏休み自然と学ぼう！｣係

10:00〜17:00…土･日、祝日、お盆期間(８月13日(火)u16日(金))は18:00まで

７月13日(土)u15日(月)と７月20日(土)u８月25日(日)

 

クアドーム ザ･ブーン 夏のスペシャルイベント

３歳未満無料　３歳〜小学６年生＝1,200(1,500)円　
中学生以上＝1,400(1,700)円
＊別途ザ･ブーンの利用料金が必要です。

対象u小学生と保護者(小４以上で
あれば、子どものみの参加も可)
日時u８月２日(金)8:00〜14:30
参加費u2,000円 定員(抽選)u20人

 

 …( )内は土･日、祝日、お盆期間の料金

【問い合わせ】☎(827)2301

まんたらめチャレンジキャンプ

さとぴあの講座＆体験

仁別国民の森で自然観察会

史跡秋田城跡発掘体験教室



­­­

■会場が中央市民SC(市役所３階)
湯飲み･小鉢･皿などの小物作り。
絵づけや釉薬

� � � �

がけも。対象u全日
程参加できる小学生と保護者
日時u７月22日(月)、８月２日(金)･
９日(金)、10:00〜12:00
材料費u１組500円　先着u10組
申込u７月８日(月)9:00から中央
市民SC☎(888)5654
■会場が雄和の｢いやしろち｣
皿･マグカップ･ペン立てから１つ
を選んで作ります。西部市民SC
からバスで移動。対象u小学生の
親子　日時u７月23日(火)9:20〜
12:30　材料費u１人800円　先
着u12組　申込u７月９日(火)9:00
から西部市民SC☎(828)4217
■会場が北部市民SC 自由な発
想で陶器づくり。対象u小学生　
日時u７月25日(木)9:30〜12:00　
材料費u600円　先着u20人　
申込u７月９日(火)9:00から北部
市民SC☎(893)5969

対象u全日程参加できる小学生と
保護者 日時u７月26日(金)･29日
(月)･31日(水)、10:00〜12:00　
会場u中央市民SC洋室４(市役所３
階)　先着u10組　
申込u７月10日(水)9:00から中央
市民SC☎(888)5654

秋田書道展覧会の課題に挑戦！
日時u７月29日(月)･30日(火)､9:30
〜11:30　会場u雄和市民SC 先

着u30人　申込u７月８日(月)9:00
から雄和市民SC☎(886)5540

夏休みをテーマに俳句を作り、俳
句の基本や楽しみ方を学びます。
対象u小学生と保護者(高学年は友
だち同士でもOK)　日時u７月30
日(火)10:00〜12:00　会場uほく
とライブラリー明徳館　先着u10
組　申込u７月９日(火)9:00から
同図書館☎(832)9220

申し込みは、７月８日(月)9:00か
ら南部市民SC別館(牛島)へ。

☎(853)5735
■小学生将棋体験教室 日時u７
月29日(月)10:00〜11:30　会場
u南部市民SC別館　先着u20人
■切り絵･折り紙ふれあい体験
どちらかのコースを選択してもら
います。対象u小学生と保護者　
日時u７月31­­­日(水)10:00〜11:30
会場u南部市民SC別館　先着30人
■親子でヒップホップダンス
対象u小学生と保護者　
日時u８月７日(水)10:00〜11:20　
会場u遊学舎　先着u50人　

飼育体験など。
対象u小学生　日時
u７月25日(木)、８
月１日(木)、10:00
〜15:00　定員(抽選)u各25人　
申込uはがき、FAX、Eメールのい
ずれかで、希望日、住所､氏名(ふ
りがな)､学年､電話番号を７月11
日(木)までにお知らせください。
〒010-1654­浜田字潟端154
大森山動物園　FAX(828)5509
Eメールro-inzo@city.akita.akita.jp
問u☎(828)5508

②③はアルヴェ４階の自然科学学
習館に集合し、会場へバスで移動
します。申し込みは自然科学学習
館へ。☎(887)5330
①不思議アートのぞき箱ワークショップ
万華鏡作り。対象u小学生以上(小
３以下は保護者同伴)　
日 時 u７月25日 (木 )･26日 (金 )、
9:30〜11:00、13:00〜14:30
会場uアルヴェ２階多目的ホール
材料費u500円　先着u各30人
申込開始u７月９日(火)16:00〜
②科学つめあわせ便｢ガラスの科学｣
ガラスのペーパーウエイト作りな
ど。対象u小学生以上(小３以下は保
護者同伴)　日時u７月31日(水)、８
月１日(木)、9:30〜11:45､13:00
〜15:15 会場u新屋ガラス工房
材料費u1,080円　先着u各10人
申込開始u７月17日(水)16:00〜
③THE KAGAKU｢こども鋳物教室｣
オリジナルのはし置き作り。対象u

小学５年生〜中学生　日時u８月２
日(金)9:00〜12:00　会場u県産業
技術センター(新屋町)　先着u20人　
申込開始u７月19日(金)16:00〜

会場はいずれも、秋田県環境と文
化のむら(五城目町)。 各市民SC
に集合し、バスで移動します。
■西部市民SC主催☎(828)4217
対象u西部地域の小学生(小３以下
は保護者同伴) 日時u７月25日
(木)8:50〜16:00　参加費u１人
100円　先着u30人　
申込開始u７月９日(火)9:00から
■河辺市民SC主催☎(882)5171
対象u小学生(小３以下は保護者同
伴) 日 時 u８月２日(金)9:00〜
16:00　先着u30人　
申込開始u７月８日(月)9:00から

広報あきた　2019年７月５日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa

130年の時をぎゅっと凝縮。写真で振り返るには、特集記事も含めてスペースがま
ったく足りませんが、節目を彩ったイベントと当時の懐かしい街並みなどを厳選して
みました。秋田市の歩んできた歴史。機会があれば、また紹介したいと思います。

表紙の
はなし
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陶芸教室

親子きりえ教室(色紙づくり)

Let’s 俳句で五･七･GO!

南部市民SC別館の体験教室

動物園サマースクール
森で遊ぼう 自然観察と自由工作

小学生書道教室

学ぼう！ 自然科学学習館



広報あきた　編集発行■秋田市役所広報広聴課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号 ☎018(888)5471　■この冊子は単価１部23.814円です

NHK秋田放送局☎(825)8111
(平日10:00〜18:00)
文化会館☎(865)1191
(平日8:30〜16:30)

■インターネットなどでの入場整理券の売買は固くお断りします。転売を目的とした申し込み
であると判明した場合は抽選対象外とします。また、売買が確認された場合は入場をお断りし
ます　■都合により、出演者の変更や公演を中止する場合があります　■１歳以上のお子さん
から人数に含みます　■当選は１人１枚です ■記入に不備があった場合は無効です

市川由紀乃、岩本公水、門倉有希、服部浩子、パク･ジュニョン、細川たかし、
水雲-MIZMO-、村木弾、杜このみ、八代亜紀、山内惠介 ほか

出演
〈50音順〉

観覧無料ですが、往復はがき(私製を除く)による申
し込みが必要です。下記のとおり記入のうえ、７月
18日(木)(必着)までにお送りください。

〈主催:NHK秋田放送局･秋田市〉

公
開
収
録

観
覧
募
集

８月22日(木)
18:40〜20:40予定
(開場18:00)

文化会館

日
時

会
場

岩本公水 細川たかし 八代亜紀 山内惠介

問い合わせ
■応募多数の場合は抽選のうえ、当選のかたには入場整理券
(１枚で２人入場可)を、落選のかたには落選通知を８月６日(火)に発送予定です。

往信用表面(①)＝〒010-0951 山王七丁目３-１ 
文化会館｢新･BS日本のうた｣観覧係

往信用裏面(②)＝郵便番号、住所、氏名、電話番号
返信用表面(③)＝申込者の郵便番号、住所、氏名
返信用裏面(④)＝何も記載しないでください

往信用
表面

①

返信用
裏面

④

返信用
表面

③

往信用
裏面

②

はがきの記載箇所

秋田市制
130周年記念

豪華な出演者が、名曲の数々をお届けします！
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